
　

布
を
細
か
く
裂
い
て
織
っ
た
も
の

を
「
裂
き
織
り
」
と
い
い
ま
す
。
昔

は
全
国
の
多
く
の
農
村
で
自
家
用
に

織
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た

布
を
横
糸
と
し
て
織
り
込
み
、
野
良

着
、
帯
な
ど
に
再
利
用
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
、
中
学
生
以
上
の
人

を
対
象
に
裂
き
織
り
に
よ
る
機
織
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
自
分
だ
け
の
裂
き
織
り

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
４
月
か
ら
機
織
体
験
の
開
催
日
設

定
が
変
わ
り
ま
し
た
。
第
１
～
４

水
・
木
曜
日
と
第
１
・
３
土
曜
日
が

開
催
日
で
す
。

《
５
月
の
機
織
体
験
開
催
日
》

１
日
㈭
、
３
日
㈯
、
７
日
㈬

８
日
㈭
、
14
日
㈬
、
15
日
㈭

17
日
㈯
、
21
日
㈬
、
22
日
㈭

【
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
】

と
き
╱
５
月
９
日
・
６
月
６
日

※
全
て
金
曜
日 

午
後
９
時
ま
で
開
館
。

本
館
の
み
行
い
ま
す
。

ら
の
版
画
の
世
界
を
切
り
開
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
日
本
の
原
風
景
」
を
求
め

て
各
地
を
巡
り
、
風
土
と
歴
史
が
育
ん
で

き
た
古
民
家
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
姿

を
題
材
に
版
画
制
作
に
励
み
ま
し
た
。
版

画
の
普
及
や
家
業
の
染
物
業
に
も
尽
力
し

ま
し
た
が
、
１
９
７
９
年
に
39
歳
の
若
さ

で
他
界
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
海
野
家
か
ら
作
品
の
寄

贈
を
受
け
た
市
は
、博
物
館
分
館
内
に「
海

野
光
弘
版
画
記
念
館
」
を
設
け
、
版
画
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
博
物
館
分
館
で
海
野
光
弘

の
版
画
の
世
界
に
触
れ
、
心
の
故
郷
へ
旅

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
青
春
の
彷ほ
う
こ
う徨

」

　

と
き
／
４
月
３
日
㈭
～
６
月
29
日
㈰

「
作
家
へ
の
自
立
」

　

と
き
／
７
月
５
日
㈯
～
９
月
28
日
㈰

【
無
料
開
放
日
】

○
５
月
５
日
㈪
㈷　

こ
ど
も
の
日

○
８
月
17
日
㈰　

県
民
の
日
協
賛

○
11
月
３
日
㈪
㈷

　
　

文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
協
賛

　

海
野
氏
は
１
９
３
９
年
に
、
静
岡
市
で

染
物
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
時
代
、
版
画
の
奥
深
い
魅
力
を

知
っ
た
氏
は
、
静
岡
商
業
高
校
一
年
生
の

夏
休
み
に
、
自
由
研
究
と
し
て
版
画
集
を

制
作
し
ま
す
。
こ
の
個
人
版
画
集
「
か
え

る
」
が
注

目
さ
れ
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
に
も

取
り
上
げ

ら
れ
、
自

博
物
館
は
、
島
田
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
た
り
、
市
に
関
わ
る
物
や
人

物
を
展
示
会
で
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
や
教
室
も

数
多
く
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
度
前
半
に
開
催
す
る
展
示
会

の
作
家
と
機
織
体
験
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

展
示
会
の
作
家
に
注
目
す
る
と

「
博
物
館
」
が
お
も
し
ろ
い

自主文化
TOPICS

事業情報

　

西
山
氏
は
、

１
９
３
９
年

福
岡
で
生
ま

れ
、
染
色
の

道
に
進
ん
で

か
ら
は
、
重

要
無
形
文
化

財
保
持
者
で

あ
る
森も
り
ぐ
ち口

華か
こ
う弘

氏
ら
に
師
事
。
１
９
８
４

年
焼
津
市
に
工
房
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

万
葉
集
や
漢
詩
な
ど
の
情
景
や
日
本
の

四
季
を
描
き
、
叙
情
豊
か
な
独
自
の
世
界

を
確
立
し
ま
し
た
。正
倉
院
御
物
の
調
査
・

復
元
も
手
掛
け
た
ほ
か
、
古
代
貝
紫
を
染

料
と
し
て
復
元
す
る
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
、
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
、
江
戸
友
禅
と
古
代
貝
紫
の

世
界
を
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
６
日
㈰
～
５
月
11
日
㈰
（
前

期
）、５
月
13
日
㈫
～
６
月
15
日
㈰（
後
期
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
】（
展
示
室
）

と
き
╱
５
月
18
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分
～

３
時

抱負を語る西山和恆氏

海野光弘氏

　
染
織
家 
西に

し
や
ま山

和わ
こ
う恆

　
版
画
家 
海う

ん
の野

光み
つ
ひ
ろ弘

古代貝紫
「山桜花」

　
機
織
体
験
の
ご
紹
介

路わかば

三人姉妹

機織風景

江戸友禅
「平城京」
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